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「イオンセンサを利用した高精度エンジン制御技術の開発」 
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研究開発の概要 

量産エンジンの市街地運転時の燃費向上と性能向上を目指した，新しい燃焼制御システムを構築する．サイク

ル毎，気筒毎の燃焼情報を取り出すことが可能な２つのタイプのイオンセンサを用いて，高速高精度な燃焼診断

を行い，エンジンの能動的な制御を目指す．  

 
イオンセンサを利用した高精度エンジン制御技術の開発

従来技術 新技術

シリンダヘッドガスケット
圧力センサシステム
ノックセンサ（振動検知）
O2センサ（三元触媒制御用）
可視化による燃焼解析

イオンセンサ付シリンダヘッドガスケット
イオンセンサ機能付点火コイル
イオン電流制御装置
試験用多極イオンセンサとセンサシステム
イオン電流信号の高速演算処理

課 題 特 徴

燃焼室内の情報が得られない

センサが比較的高価である

気筒ごと，サイクルごとの測定

が不可能

解析に時間と費用がかかる

燃焼室内の燃焼情報を直接計測できる

製造コストが低い

気筒ごと，サイクルごとの測定が可能

測定が簡便で安価なシステム化が可能

交換部品のため，着脱が可能

試験用センサによる精度向上が可能

高速演算処理による判定精度の向上

エンジン

エンジン制御装置

運転制御
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